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"='第 1章緒 酉
吾々がいわゆる正常動物について学ぶ感染応対す
る生体防禦力と云うものに，生後の自然感染が如何
なる役割を演じているかを理解しようとする時，未
感染動物，即ち， ζ乙lζPasteurK端を発した無菌
動物が重要なる意義を持ってくるものと J思われる。
著者等の千大衛生教室に於ては， 1940年以来この 
医学上の実験に於て，新しい方法論とも云うべき無
菌動物飼育実験を行い，それによって得た無菌動物
を用いて現在腸内常住菌の作用を究明しつ〉ある。
著者は其の研究の一環として，谷川教授の命lとより
田波助教授指導の下に，いわゆる非病源菌の腸内初
感染と其の生体反応の面を研究した。しかしてここ
に感染現象を Host-parasiteの関係から考えて，
先に当教室の戸叶(1)は，体液性因子の殺菌力増強作
用という観点から，無菌海摂に大腸菌を投与し其の
血清殺菌力について研究したが，著者は生体防禦カ
応対するリシバ組織の意義を重要視し，そして腸内
常住菌は，このリシメ組織の増強作用lとたずさわつ
て居るのかも知れないという観点から， リユノパ組織 
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の中の !J::/パ節について菌感染と形態的変化との関
係を研究したところ，興味ある結果を得たのでここ
に報告する次第である。
第II章実験方法
第1節無菌飼育装置
使用した装置は HMCー21型で，本装置は先に戸叶
(2)が使用した田波助教授設計，東京製作所製によ
る， 120oC，30分加圧蒸気滅菌可能な新型無菌飼育
接置を更に同助教授はよって改良したものである。
此の装置の概略を空気廻路で示せば第 1図の如くに
なる。其の詳細なる構造及び操作方法は後日発表あ
る事と思うので割愛し，今第 1図によって其の大要
及び先の装置との相違点を簡単lζ述べてみる。
先ず矢印のところから入って来る空気は，①なる
デシケータ{に依って除湿される。湿度のある空気
がζの金属板の間を通って除湿され，②なる送風ポ
シフ。によって吸入，且つ送気されて，④なる灼熱器
に入る，しかも其の聞に①なる瓦斯メ{ターによ
って其の送気量を知り得るようになっている。④は
Gastafssonの発明によるもので，不鏡銅製の二重
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第 1図 HMC-2型空気廻路略図
缶で其の中lζ金剛砂が入っている。金剛砂は電気炉
で約 600度K加熱される。乙の 600度の金剛砂の聞
を空気が通って外K出るが，出口 K於て空気の温度
は約 200度である。次IL@なる空気冷却器lζ導か
れる。これは約 40mの蛇管が水槽内lζ装置され，
水槽内 Kは冷却水 (50~70C) が満され，絶えず冷却
器Kよって更新される。空気は乙の蛇管を通る ζと
lζよって約 150C Iとなり，必要K応じて更に別の加
温装置①で適温K温められるようになっている。
⑦はドレン抜兼空気温度自動調節器である。乙れを
通って③なる空気フィルターに導かれるが，本フ
ィルターは 7枚のガラスウール漉過板からなってい
るもので，空気はこれを通って更にタ yグ吸気側小
型フィルター①を介し完全に無菌化され，且つ至
適温度となって，@なる手術タンク，或は飼育タ y 
ク内 K入っていく，タンク内を巡廻した空気はタソ
グ排気側小型フィルター⑪を通って，⑫なる昇京
水中に導かれ外界lζ放出される。手術タゾグは内径
60cm，長さ 120cmの横型円筒型で下部に動物送入
室があり，それにエレベーターがついて固定した妊
娠海漢を挙上し，上部の無菌室との間にある手術用
窓のピニーノL膜lζ密着するようになっている。飼育
タYグは底部l乙恒温水槽を有し，保温の役目を果す
ようになっている。両タシグ共に両側K耐熱性ネオ
プレン手袋が取付られ， 1個の観察窓を介してタ y
グ内の操作を可能ならしめている。
以上で HMC-2型の大略を述べたが，この装置の
特徴は④①①⑦を装備して空気の無菌化を更に完
全，確実にした事と，次lζ述べる飼料滅菌器を装備
する事である。其の構造の概略を述べれば次の如く
である(第 2図〉。
本タシグは小さな鉄製のオートグレープで，乙の
第 2図飼料滅菌器
中に飼料或は其の他タシグ内K補給すべき耐熱物品
を入れ，乙れを手術タシグ或は飼育タシグ K接合
し，次で高圧蒸気滅菌を行うのである。即ち①で
タングlζ接合し，④なるハッチを閉め，①なるフイ 
ノLターを介して蒸気を送り，①のフィルターから蒸
気を逃す。終って①がら無菌空気を送って乾燥せ
しめる。乾燥終了後①のハッチを開けて品物をタ
yクlζ移す。この際iζ ②なる手袋が用いられるの
である。⑦はドレ y抜で、ある。
第 2節実験動物
第 1項無菌海摂
用いる無菌海摂は次の方法lζよって得る。先ず理
想的lζは海摂は純系を望むべきであるが，入手困難
な現在，著者等は当教室lζ於て多数の海摂飼育を行
ぃ，其の近交系を繁殖させて使用している。しかし 
て妊娠海摂は出産時期が近ずくと恥骨結合が揖指頭
大花開大するので，近親交配によっそ得た妊娠海摂
の中，この時期比入っているものを選定し，手術タ
シク内で帝王切開を行い，乙れlζよって得た仔獣を
飼育タシグ lζ送る。ここで飼育を始めるのである。
此の帝王切開花於ける前処置及び手術方法，飼育方
法，等l乙関しては先に当教室の戸叶仰が詳細に発表
したのでここでは省略する。
第 2項 自然海摂及び滅菌飼料飼育海狽
自然海摂は 200Cの恒温飼育室に於て母獣により
飼育し，離乳後は一般飼育用配合飼料仰を以って飼
育した。滅菌飼料飼育海摂は分娩後母獣より離し，
環境条件を無菌飼育タ yグと同様に調節した勝卵器
内に於て，無菌海摂と同ーの滅菌した小林飼料(5)を
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用いて飼育した。水及びピタミンの供給凡て無菌海
摂と同じに行った。
第 3項菌単感染並びK重感染動物
使用した細菌は母獣海摂の糞便中より分離した。
著者等は通称大腸菌 (M1) と呼称している大腸菌
(0-101)，乳酸菌(L.acidophilus)，腸球菌 (St. 
faecalis) 及び人体より分離した，当教室lζ於て大
腸菌 (F6) と呼称している大腸菌 (0-104)，更に同
じく教室でX菌と呼称している好気性有芽胞菌の 1
種，計5種類である。 X菌は生後 16日自民行った
無菌度試験K於て，本菌の自然単感染を知った無菌
飼育予備実験で得たもので， ζれを分離培養したも
のである。以上の 5種類の菌を第 2節第 1項の要領
で唱得Tこ生後 20日目の無菌海摂lζ経口的K投与し，
夫々単感染或は重感染海棋を得た。 、
第3節 リンパ節の摘出，標本作製並びに観察要
点
リYバ節の摘出lζ当つては，死後直K施行し時間
経過による高見の変化を防いだ。尚何分lζ もリ Yパ
節が小さいので腸間膜リ yパ節の摘出に当つては，
腸間膜を破らず，且つ下部より指頭を以って ζれを
広げるようにするととで簡単に探し求め得だ。組織
切片はホルマリ Y固定，パラフイン包埋，へマトキ
シリ yーエオジシ重染色切片で、ある。次に観察要点
であるが，緒論l乙述べた意図の下にリンバ節の形態
的変化を追求する K当つτは，皮質結節lζ主要点を
置き，次で髄索，リシノ寸同等について，主なる変化
を観察した。なお，リシバ節は腸内細菌感染l乙最も
関係深い腸間膜リンバ節を取り，乙れと鼠腹部リソ 
バ節とを比較検討した。なお， ζの両者の所見はリ
Yバ節の部位的変化という点に於ては，堀井仰が海
摂について研究した結果と同様に本実験 lとても質
的，量的に著明な差異は認め得なかったし，更に飼
育日数の同じ且つ同ー群のものに於ては，其の体重
差l乙よる差異も叉著明な差異は認め得なかったの
で，本報告では主として腸間膜リンパ節の所見を述
べる。
第 111章実験成績
ζの実験では，合計四回の帝王切開を行って 41
匹の仔獣を摘出したが，その中計 29匹を実験海狽
として使用する事が出来た。
しかして其の中 7匹を無菌海摂として用い，残る
22匹の海摂が夫々，細菌単感染海摂，或は混合感染
海摂として実験に用いる事が出来た。次氏自然飼育
海狽，及び滅菌飼料飼育海摂は夫々，第E章第2節
第2項lと記した要領によって飼育した 40日飼育海
狽を夫々 6匹ずつ用いた。以上計 29匹についての
実験結果を述べる。しかして所見は平均的知見を記
す。 
第1節母獣飼育海狽のリンパ節像
二次小節の発達状態極めて良好である。充実結節
〈7〉，明中心共lζ明瞭，且つ数多く出現しているのを
認めた。皮質は巾大で，また，周縁洞も明らかであ
り且つ広かった。被膜，梁共に発達は顕著である。
髄質の所見は，髄索太く，中間洞は狭く洞内皮は割
合lζ密iζ覆っていて，洞中の遊離細胞は少なかっ
た。しかも全体として， ]}::;/ノミ球は密で叉喰細胞多
く，細網細胞及び毛細血管の発達が極めて良好であ
るを認めた。だが定型的な形質細胞の出現は本実験
に於ては認め得なかった。
第2節減菌飼料飼育海誤のリンパ節像
二次小節の発達状態良好なるを認め得Tこ。しかし
母獣飼育群氏比して，柏々充実結節と明中心の比率
が充実結節の方が多いのを認めた。皮質は一般に広
く，洞は周縁洞広く，中間洞狭く，髄索及び中間洞
中の細胞等も母獣飼育群に類似している。 J::;/バ球
の密度も良好である。喰細胞は母獣飼育群程ではな
いが多く認められ，毛細血管，細網細胞も叉発達良
好，総じて母獣飼育群l乙極めて類似した所見を呈し
ているを認めた。
第3節無菌飼育海摂のリンパ節像
本海狭は何れも生後 40日飼育海摂で，心臓穿刺
lζ依って死亡せしめたものである。其のリンバ節像
の所見は，二次小節皆無で勿論明中心は認められ 
ず，皮質の巾，周縁洞共iこ極めて狭く，髄質の所見
は髄索細く，しかして中間洞は広く其の壁は極めて
粗なる感を与え，中間洞内の遊離細胞少なく，全体
としてリンバ球粗で，細網細胞の発達状況も亦悪
く，喰細胞も極めて少数を認め得るに過ぎず，形質
細胞は全然認め得なかった。即ち母獣飼育群，及び
滅菌飼料飼育群氏比べて全体として極めて未発達な
所見を呈しているのが特徴である。
第4節 好気性芽胞菌単感染海摂のリンパ節像 
本例は 4匹の群で 1 X 103のX菌を生後 20日自に
経口投与した 40日飼育海狽である。其のリ ンパ節
像lζ於ては二次小節の発達極めて良好で，充実結
節，明中心共に多くの出現を認め得た。しかし母獣 
飼育群lζ比べて充実結節と明中心の割合は，柏々滅
菌飼料飼育群氏似ていた。皮質，周縁洞は狭かった
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が，髄質の所見としては，髄索太く，中間洞狭く中 ccとり，これに E.M.B.培地で分離，斜面寒天 24
間洞内の遊離細胞も多く認めた。殊に赤血球喰細胞 時間 370C培養した大腸菌 (M1)を 2 X 105(cc加え
も多く，毛細血管，細網細胞の発達も良好である。 て，其の 0.8 ccを1匹当り生後 20日自民与えたも
特に洞内皮の発達が顕著である。形質細胞は認めな のである。本例の場合lζ於ては 1匹ずつ夫々極めて
かった。全体として母獣飼育群氏近き良好なる発達 対照的な所見を呈しているのが特徴である。即ち，
状態と言い得る所見である。 生下体重 95gと65gの2匹であったが， 95g海摂
第5節 大腸菌 (F6)大量，大腸菌 (M1)少量， は感染後 7日目で死亡している。其のリンバ節像を
混合投与海課のリンパ節像 検して見ると，二次小節の出現状態は大腸菌 (M1)
本例は 4匹の群で， E.M.B.培地で分離，斜面寒 大量，大腸菌 (F6)小量，混合投与群，即ち，第 6
天で 24時間， 370C培養の大腸菌 (F6) を1白金耳 節群K相似て未発達で極めて粗なる結節を認めるの
とり，乙れを生理的食塩水で 2cc rc溶かし，更に 10 みで，明らかな明中心は勿論移行型すら認め得なか
培稀釈し，其の菌量は 2 X 105をとり更に約 1 X 103 った。皮質，周縁洞共に狭く，髄質所見は其の髄索
の大腸菌 (M1)を加え混合投与したものである。し の太さ中等度で，中間洞は第 6節群に比して柏、々広
かして投与は生後 20日で何れも 40日飼育である。 かったが，喰細胞殊K赤血球喰細胞が極めて多かっ
其のリ yパ節像を見ると，充実結節少数を認め得た たのが特徴的l乙類似していた。 リシパ球の出現状
が，明中心は認め得なかった。明中心の移行型ωと 態，毛細血管の発達状況等，有菌群lζ比しては悪か
思われるものが 1個 1匹K認め得たが，大体K於て ったが，無菌群よりは良好なる所見で，総じて第 6
無菌群程ではないが，発育は悪かった。皮質，周縁 節群lζ相似た像であった。
洞共lと狭く，髄質の所見は髄索の太さ，中間洞の巾 次K生下時65gの海摂のリゾパ節像を検してみる
等有菌，無菌群氏比べて中間と見る程度，洞内の遊 と，二次小節は充実型が少数認められ，且つ移行型
離細胞極めて少数で，毛細血管も又極めて粗であっ とおぼしきもの少数，明らかな明中心は全然認め得
Tこ。 なかった。皮質は広く，周縁洞の巾は中等度，髄質
第6節大腸菌 (M1)大量，大腸菌 (F6)少量， の所見は髄索太く，中間洞の巾は柏、々狭かったが，
混合投与海猿のリンパ節像 洞中の遊離細胞，殊lζ赤血球喰細胞は極めて小数認
本例は 2匹の群であるが， E.M.B.培地で分離， められる lと過なかった。しかしてリ Yバ球，細網細
斜面寒天で 370C，24時間培養した大腸菌 (M1)を1 胞，毛細血管の発達は無菌群lと比べ良好であった。
白金耳とり，これを生理的食塩水で 2cc rc溶かし， 形質細胞は認め得なかった。
更に 10倍稀釈して其の菌量は 2x105をとり，これ 第8節 手l酸菌単独投与海狽のリンパ!節像
に lxl03の大腸菌 (F6)を加え混合投与したもので 本群は 4匹の群であるが，肝ー肝プイヨン 48時
ある。なお，投与は生後 20日自民行ったが， 4日 間培養のものより， 1白金耳とり，これを牛乳培地
目， 5日目に夫々死亡したものである。其のリシパ にて更に 370C，24時間培養せるものを， 1匹当り1.6
節像を見ると，明らかな二次小節は認め難かった ccずつ与えたが，其の菌量は 3.6 X 107jccである。
が，yyパ球の濃染した不規則な集団を皮質lζ少数 尚投与は生後 20日目で何れも 40日飼育海狽であ
認められたのが特徴的である。更l乙皮質の巾，周縁 る。其のリンパ節像を述べると，二次小節を全く認
洞の巾共に広く，髄質の所見は髄索太く，中間洞の め得なかったのが極めて特徴的であった。皮質は広
巾は中等度であるが，特に洞内K多くの赤血球喰細 かったが，周縁洞の巾は中等度で髄質の所見は，髄
胞が認められたのが極めて特徴的であった。リシパ 索の太さ中等度，中間洞は精々広く，洞内の遊離細
球は密で、あったが細網細胞，毛細血管は梢々良好と 胞は少なかった。全体としてリンバ球，喰細胞，細
言う程度であった。しかして線維の発達及び充血像 網細胞，毛細血管等発育良好とはいい難いが，無菌
が極めて顕著であった。 群より良好なる発達を示していた。
第7節手L酸菌及び大腸菌 (M1)混合投与海摂の 第9節腸球菌大量，大腸菌 (M1)少量，混合投
リンパ節像 与海狽のリンパ節像
本例も亦2匹の群であるが，肝ー肝プイヨン， 48 本例も 4匹の群であるが，那須氏仰の方法Kょっ
時間培養のものより， 1白金耳とり，これを牛乳培 て分離した腸球菌 4.19 X 107をとり，とれに先と同
地にて更に 370C，24時間培養した乳酸菌を 5 X 107( 様な方法によって得た大腸菌 (M1)を 1 X 103加え
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て生後 21日自民混合投与し， 40日間飼育を行った。(凶，沖中(15)等lとよって，何れも抗体産生は 9::/パ
其のリンバ節像を検してみると，二次小節は未発達
な極めて粗なる充実像が小数認められるだけであつ
て，明中心は認め得ず，皮質は狭く，周縁洞の巾は
中等度，髄質の所見は髄索太く，中間洞の巾中等度
で中に遊離細胞，赤血球喰細胞は少数存在するに過
ぎず，しかして全体としてリンバ球，毛細血管，細
網細胞も有菌群程ではないが発達良好であった。
第四節大腸菌 (M1)大量，腸球菌少量，混合投
与海狽のリンパ節像
本例は 2匹の群であるが，先のようにして分離し 
た大腸菌 (M1)を3.2X 106とり，乙れに那須氏法に
依って分離した腸球菌を 1x 10~ 加えて生後 20 日
自に混合投考したものである。
本例のリ γパ節像は，殆んど大腸菌 (M1)大量，
大腸菌 (F6) 少量混合投与群K似ている。投与後 1
日目と， 2日目で死亡してしまって其の二次小節は
全く認められず，皮質，髄質共lと殆んど同様な所見
を呈していた。
第 IV章者 察
吾々が医学上の実験に用いる動物は，生れた時夫
々固有な体質的素因を有し，また，生後夫々の環境
の下に生育して色々の外的条件の侵襲を受けている
ものである。か〉る動物を用いて行つTこ実験に於て
は，それによって生ずる反応も亦結局色々の素因の
上K立った成績とも言い得るもので，従って吾々が
実験動物の条件吟味に神経質になるのは，か〉る事
の少しでも少くなるよう，即ち其の反応の単純性を
願うが故である。
以上の事を考える時，本実験に於て，近親交配に
よって，体質的素因の類似化を図り，更に無菌飼育
装置によって温度，湿度，気流，飼料等を一定lとし
て環境条件を統一し，其の生物学的個性を考慮、した
無菌海狽を実験動物として使用した事は，医学上の
実験に於て一歩理想へと前進したものと思う。
次lζ リシバ節と生体防禦と言う面について考えて
みるに，先ず先人の研究業績の一端を揚げてみる
と， Hellman(10)はリシバ節の機能として二つあげ，
第 11とリシバ球の生産で、あり，第 21とリンノミ液のj慮
節で行われていると論じている。即ち，現在抗体な
るものがリンパ節の如何なる部分で如何様に生産さ
れているかは不明とはいえ，とに角リンバ節に於て
生産されているととはかなり確かであると考えられ
ている。以上の如く生体防禦とリンパ節の機能とは
不可分の関係にあり，リンバ節の発達，未発達は生
体防禦力lζ大きな影響を及ぼす ζとが推察されるも
のである。しかしてリシバ節内の二次小節(明中心)
の意義についての研究をふりかえってみると，先ず
Flemming(16)の説で、は， V::/パ球の生産は二次小
節(明中心〉に於て行われていると論じ，か〉る意
義から彼は芽中心 (Keimzentrum)と言う機能的
な名前を附している。また，小野(17)はリジパ球の生
産は明中心の中心より周囲に向って流れるリシパの
~意出過程を通して起る随伴現象として行われている
と言っている。しかし Hellman(18)はリジバ球はこ
こでは生産されてはいないと否定し，外来刺激によ
って生ずると言う発生形態的見地から，反応中心 
(Reakutionszentrum)と名付けている。そしてこ
れK玉木(19)等は強く賛成的意見をのべている。
何れにしてもリ yパ節中の二次小節(明中心)が
リンパ球産生の中心であるか否かは Flemmingの
芽中心説と， Hellmanの反応中心説以来，未だ未
解決で甲論乙駁定見が未だ得られていない状態であ
る。しかし少なくともりシパ節でリシバ球が生産さ
れ，そしてこれが抗体産生に何等かの意味に於て役
割を演じているであろうと言うこと，及び喰作用と
言うこと等からリ Yバ節を生体防禦と言う面から見
る時，重大なる役割をしていることがわかる。しか
して二次小節なるものの機能が未だ定見を得ていな
いとはいえ，少なくも発達したリシバ節の構造とし
て，必ず現われているものであってみれば，乙れが
出現はリンパ節の発達，未発達の一つの指標と考え
てもよいのではないかと思われる。かように考える
時，本実験の如く無菌動物l乙特定菌の腸内感染を起
きしめ，腸内感染と生体防禦力と言う面をリシパ
節，特に其の二次小節の出現を中心lとみて行くのも
亦一つの見方ではなLiかと考えられる。
次lζ二次小節，殊lζ明中心出現と其の誘因と言う
過作用であると論じ，また，木原(11)1乙於ては，リユ/ 面から，本実験を考えてみると，胎児 lとは二次小節
バ節及びり Yパ球浸潤は， リYノミ球を生産し，且つ
異物の侵入門戸であると同時に強い喰作用を持った
防禦装置であると言っている。また， V::/バ節と抗
2体と言う面をみると， Hellman(1)，緒方〈m，木村
と言う形態的変化は認め得ず，其の出現は生後変化
であると， Schwabach，Stohr，Hille，Hellman， 
玉木，木原等其の他多くの学者によって主張されて
いる。しかして本実験に於ては無菌海摂K於て全部
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生後も ζの二次小節の出現は認め得ず， 乙れは
G lymstedt(2へ宮JI!(21)(加の実験結果を裏書するも 
のであるが，とうに考うるに，二次小節なるものが
Hel1manの反応中心説の説くところによる外来刺
激で発生するものであると言う説K従えば，本実験
に於てはいわゆる非病原性の腸内存住菌の初感染 
が，その刺激となったものであると考えられる。先
に Rudebeck(23)はウサギの足慌に葡萄球菌を注射
してみると，膝関節リシバ節の二次小節は感染例l乙
於て明らかに増数したととを認めたと報じ，Sjovall 
(24)はウサギの足慌に線膿菌を注射して膝関節リ y
パ節をみると，注射して 5~7 日目で二次小節の新
生がみられたと報じ.夫々二次小節が細菌侵襲と重
大なる関係ある ζとを説いている。しかして著者の
本実験に於ても ζれらに賛意を呈する結果を得Tこの
で・ある。即ち，本実験lζ於て出現した二次小節の大
きな誘因は，乙の腸内細菌感染が大きく作用してい
るものと推察するものである。
次に感染菌の種類とリシパ節像の所見とを比較し
て考察してみる。
第 3図l乙よって，滅菌飼料飼育群と無菌群との発
育曲線を比較しみると，滅菌飼料飼育群は生下時体
重減少殆んどなく，緩慢な発育ながら漸増した発育
を示している。しかして，無菌群は生下時体重減少 
を示し， 20日目頃迄は前者より悪い発育曲線を示し
ているが，以後は前者に追付き同じような発育を示
(1)ι→ 111~飼育砕
g I (2J持-1<滅菌間斜飼育軍事 
2701 (3).件--1/無菌鰐脊欝
加~ I叫←噛鴨時 
I I司・..~x 菌群
獄)-j 陪)ト-o・大瞬閑 1M叶喰骨嘱理事普小笹群 
24tl~ (7)...→大歯菌 1M!)犬E・大島暫1れl小量群
重也
邸調。 
210 
星。。 
6)(4) 
180 
170 
"1印 
1印 
140 
130 
120 
110 
1ω 
伺
曲 
10 
回
却 
10 15 20 25 初お 初日
第 3図海摂発育曲線
しているのをみる。乙〉で考えられるのは無菌群の 
20日迄の発育不良は，恐らく帝王切開と云う出産時
の影響が続いたものと思われる。乙のような発育曲 
線に両者の関係があるのに，一方リ yバ節の所見
は，全く相異るのである。一方は二次小節が明らか
K出現しているに，他方は全然出現しておらず，其
の全体の構造も極めて粗なる状態である。以上のょ
うlζ両者を比較してみると，飢餓と言う点は， ζの
際何等乙のリシメ節の形態的差異については影響を
与えておらず，其の差異は実に有菌であるか，無菌 
であるかに起因するものである乙とが本例に於いて
明らかに推察されるものである。即ち無菌海摂のリ
ンパ節の所見は飢餓と言う点には何等拘束されず，
無菌本来の姿であることを実証するものであると考
えられる。
次lζ単感染群としての好気性芽胞菌群及び，乳酸
菌群の発育を第 3図で見るに，両者共に無菌群，滅
菌飼料群lζ対して大分上廻っているのをみる。本例
はその生下時体重が後2者に優っていたと云う点が
大分好影響を及ぼしているものと考えられる。しか
して何れも感染後 5~6 日で発育率が良くなってい
る点，夫々各菌は海摂発育K対して好影響を及ぼし
ていると推察される。一方そのリンバ節像をみると
X菌群は母獣飼育群lζ近い像を示すのに対し，乳酸
菌群は無菌群よりは発達せるも X菌群の如き所見は
全く呈していない。また，大腸菌 (M1)大量投与群 
をみると，第 3図にみる如く何れも菌投与後旬日を 
出でずして死亡しており，そのりシバ節像は二次小
節出現せず寧ろ細胞変性像K近き像を呈しているの
をみる。堀井は二次小節は正常範囲の刺激による結
果であり，そして同一環境で結果K差があるのは個
体差によると主張しているが，本例Iζ於てX菌感染ー
は乙のときの実験海摂の個体に対し質的量的にその
刺激が二次小節の発達を加速度的に促進せしめたも
のと推測され，一方乳酸菌ω場合は其の刺激が微温
的K作用し，大腸菌 (M1)大量感染では其の毒素が
極めて強烈で，二次小節の出現する暇もなく寧ろか
えって生命を落す結果となったことと思われる。
次lζ乳酸菌と大腸菌 (M1)の混合投与をみるに第 
4図にみられる通り，両者共に菌投与後体重減少を
示しているが，一方は 7日目で死亡し，他方は漸次
快復しているのをみる。そして其のリシパ節像は 7
日目で死亡せる方は，大腸菌 (M1)大量投与群に
似，快復せる方は乳酸菌単独投与群に似るという極
めて対照的な所見であった。しかして本例に於て特
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も海摂lと於て，其の発育曲線及びリジパ節像からみ
て夫々其の報告を裏書きしているのを認めるもので
ある。
以上で個々の場合について考察を行ったのである
が，二次小節というもの，いな大きくリンパ節とい
うものの発達に対して，細菌の腸内感染による刺激
が，大きな因子のーっとして作用する ζとが推察さ
れ得る。なお細菌と腸粘膜，細菌代謝物質と腸粘膜
との関係，更に進んで細菌代謝物質とリ Yバ系との
関係等を今後検討する必要がある。
mmm
削鈎船初 
ω
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第V章 結 論
生体防禦力とリシパ組織との関係については先人
の多くの研究があるが，著者はこのリシバ組織の増
強作用に腸内細菌が大きく影響しているかも知れぬ
と考え，次の如き実験をしたの即ち当教室に於て，
邑 10 15 tIJ l!i 30 3品 岨日 最近新Tこに改良製作された HMC-2型なる，高圧蒸
第4図海誤発育曲線 気滅菌可能な装置で無菌海摂を飼育し，これに大腸
に興味深いのは，当教室の山田(25)が本実験に於て腸
内菌叢の変化を研究したが，これによると病理像が
大腸菌 (M1)大量投与群に似る方は著明K乳酸菌群
が減少し始め，大腸菌 (M1)が多くなり，其の比が
大体 109:107/ccとなって続くといっている。即ち，
共棲現象を示すと言っている。また，他方はこれと
は逆な現象を呈していると云う。同一環境で同一菌
を同量感染したのに斯の如き差の生じた原因は，何
分lとも例数少なき実験のため，確実なる解答は今後
の追試実験lと待つ他はないが， 後から行った腸球
菌，及び大腸菌 (M1)混合投与の研究結果からみる
と，何等かの条件によって先ず乳酸菌が速かに増殖
し. M 1菌の増殖が遅れた場合![.このような現象
を起してくることが知られた。しかし何れにして
も，腸内感染菌とリンバ節の形態学的変化との関係
は興味深く思われる点である。
次に大腸菌 (F6)大量，大腸菌 (M1)少量群をみ
ると本実験に於て教室の菅沼(26)はその腸内菌叢の
変化を大腸菌 (F6)が発育して大腸菌 (M1)は消滅
したといっているが，第4図でみる如く，発達良好
でここでは M1菌障碍のような状態はみられず，其
のリシノミ節像は，乳酸菌，大腸菌 (M1)混合投与海
狭の中生存した方に似ている。また，乙れは腸球菌
大量，大腸菌 (M1)少量混合投与群にもい〉得る。
先lζ教室の斎藤〈27〉，河井(28九福島(29)等が夫々，大
腸菌，腸球菌，乳酸菌について夫々無菌雛を用いて
生体lζ対する影響を報告しているが，本実験に於て
菌，乳酸菌，腸球菌等を夫々単感染或は混合感染さ
せ，そして其れ等海狭の腸間膜 P:/パ節と母獣飼育
海摂，無菌飼育海摂の腸間膜リシバ節とを二次小
節，殊lと其の明中心の出現を中心として比較検討し
てみたのであるが，結果は次の如く興味あるものと
なった。 
( 1 ) 母獣飼育海摂は二次小節の出現顕著で明中
心も明らかに見られた。 
( 2 ) 滅菌飼料飼育群では，二次小節の出現状態
極めて良好で，母獣飼育群K殆んど相似た良好なる
発達状態であった。 
( 3 ) 無菌海狽では全体として粗で，充実結節，
明中心共に全然みられなかった。 
(4) 好気性有芽胞菌の単感染群では充実，明中
心共に出現顕著で良好なる発達を示していた。 
( 5 ) 大腸菌 (M1)小量，大腸菌 (F6)大量では
長く生育したが，其の像は組なる充実結節をみる程
度で明中心の出現は認められなかった。 
(6) 大腸菌 (M1)大量，大腸菌 (F6)少量では
投与後数日で死亡して，大腸菌 (M1)の毒素が致死
的l乙作用するのか，二次小節の出現する暇なく，寧
ろ細胞変性像lζ近き所見を呈した。 
( 7 ) 乳酸菌と大腸菌 (M1)混合投与群では，二
通りに分かれ，一方は明らかな明中心は全く見られ
なかったが，充実像及び移行型と見られるものを少
数認め得た。しかし他方は大腸菌 (M1)大量，大腸
菌 (F6)少量混合投与群に似た所見を呈していた。
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(8) 乳酸菌単独投与群では明中心，充実結節共 
に全くみられなかったが，全体の発達は母獣飼育群 
に劣るも，無菌群と比べては極めて良好なる発達を
示す所見であった。 
(9)ー腸球菌大量，大腸菌 (M1)少量混合投与群
では明中心は認めず，極めて粗なる充実結節を少数
認めるのみであったが，全体としての発達は良好で
あった。 
(10) 大腸菌 (Mt)大量，腸球菌少量混合投与群
では，やはり大腸菌 (M1)の毒素の影響と思われ，
直?死亡し，大腸菌 (M1)大量，大腸菌 (F6)少量
群lζ相い似た所見であった。
以上の結果から，腸内常住菌は生体防禦力K重要
なる役割を持つりシバ節の増強作用に大きくたずさ
わっているものと考えられ，そして此の実験Kよっ
て，いわゆる非病源菌の腸内初感染の生体lζ及ぼす
意義の一部を解明し得たものと思う。
稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と御
校闘を賜わった恩師谷川教授並びに田波助教授
に深甚なる感謝を捧げ，なお，病理学の御指導
を戴きました岡林教授，及び藤本助教授lと厚く
御礼申し上げると共VC，併せて無菌飼育に協力
を惜しなれなかった教室員各位，特殊飼料を寄
贈された森永乳業lζ厚く御礼申し上げます。
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